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市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 

 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつくります。 

・ わた＜したちの先人は、不塊不屈の五所川原 
・三．魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り 
・：．開き、今日の活力に満ちた五所II原市を築き 
';, 上げました。 
：」 わた＜しだちは、この伝統を継承し、広 
：三． い視野に立つて西北津軽の人マと協調 

":． し、郷土の限りない発展を願つて、こ 
’ら こに市民意章を定めます。 1
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昭和62年 

，捕．644 

「交通事故は起こしません」と誓った全校集会 

毎
号
と
じ
二
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
．
 

五
所
川
原
第

一
中
学
校
（
三

上
民
雄
校
長
・
生
徒
数
千
一
一
百

七
＋
四
人
）
で
は
七
月
十
八
日
、
 

交
通
安
全
全
校
集
会
を
開
き
ま
 
 

し
た
。
 

こ
の
集
会
は
、
同
校
生
徒
会
 

（
春
藤
仁志
会
長
）
が
自
主
的

に
計
画
し
た
も
の
で
、
交
通
道
 
 

徳
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
役

立
つ
人
間
に
な
ろ
う
と
実
施
し

た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
 

同
校
体
育
館
に

全
校
生
徒
を
は

ヒ
め
、
先
生
、
 

来
賓
、
父
兄
な

ど
約
千
四
百
人

が
参
加
。
 

集
会
で
は
、
 

長
内
昭
憲
く
ん
 

（
一
学年
）
が
 

「
ル注
意
ク
と

い
う
言
葉
を
念

頭
に
お
き
、
 一

人
ひ
と
り
が
事

故
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
、
又
、
 

事
故
を
お
こ
さ

な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
よ
う
」
 

と
、
続
い
て
伝

法
谷
敏
く
ん

（
 

二
学
年
）
が
「ふ

ざ
け
て
道
路
を

歩
い
た
り
、
自
 
 

転
車
に
乗
っ
た
り
す
る
こ
と
は

や
め
よ
う
」
と
、
最
後
に
千
葉

智
恵
さ
ん

（
三
学年
）
が
「
交

通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
が
い

た
ら
勇
気
を
出
し
て
注
意
し
よ

う
」
と
そ
れ
ぞ
れ
各
学
年
を
代

表
し
て
体
験
発
表
を
し
ま
し
た
。
 

引
き
統
き
、
春
藤
生
徒
会
長

が
「
交
通
標
識
、
交
通
信
号
を

守
り
ま
す
。
（
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

り
安
全
な
乗
り
方
を
し
ま
す
」
 

と
交
通
安
全
育
膏
を
読
み
あ
げ

三
上
校
長
先
生
に
手
渡
し
ま
し

た
。
 

そ
の
後
、
高
橋
教
育
長
が
「
 

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て
、
よ

り
良
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
」
 
と
、伊
丸
岡
正
男
五

所
川
原
警
察
署
副
署
長
が
「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う

意
識
を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
」
 

と
激
励
。
 

こ
の
後
、
参
加
者
全
貝
で
宣

言
文
を
読
み
あ
げ
、
事
故
防
止

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
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第一
回
 
東

北
闘
鶏
大
会
 

ね
ぶ
た
運
行
 

束
北
・
北
海
道
馬
力
大
会
 

市
民
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
 

青
森
県
少
年
銃
剣
遭
錬
成
大
会
 

聾
灘

〉
相撲
大
会
 

 

（老
人
ク
ラ
プ
）
 
 

神
明
宮
本
町
例
祭
 

ね
ぶ
た
運
行
 

な
が
し
お
ど
り
 

虫
お
＜
り
 

ね
ぶ
た
運
行
 

神
明
宮
本
町
前
夜
祭
（
宵宮
）
 
 

げ
ん
と
忌
 

花
火
大
会
 

県
下
登
山
ば
や
し
大
会
 

市
内
音
楽
行
進
 

虫
お
＜
り
火
ま
っ
り
 

夜
の
歩
行
者
尺
国
夜
店
ま
っ
り
 

夜
の
歩
行
者
天
国
夜
店
ま
「
り
 

第
四
回
ご
し
よ
が
わ
ら
  

（
イ
カ
ラ
祭
リ
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「
石
 
木
 川
 
原

菊
ケ
丘
連
動
公
聞

南
小
学
枚
体
育
館

市

営
相

撲
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岩
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岩
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フ
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げ
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碑
前

市
役
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前
広
場
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市
 
内
 
一
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岩
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八
月
九
日

（
日）
午
後
四
時

5
午
後
八
時
 

日
専
連
サ
マ
ー
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
 
電
話
局
通
り
 

広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
を
委
嘱
（
一
 
五
所

川
原
「
独
萩
湾

醐
 

市
で
は
し
月
十
四
日
、
市
内

毘
沙
門
に
あ
る
市
広
域
新
農
業

セ
ン
タ
ー
で
同
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
二
十
人
の
委
嘱
状
交
付
式

及
び
委
員
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

交
付
式
に
は
、
森
田
市
長
を

は
じ
め
二
十
五
人
が
出
席
。
 

市
広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
は
、
市
長
の
諮
問
に
応

じ
，
同
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ

い
て
審
識
を
行
う
も
の
で
す
。
 

交
付
式
で
は
、
森
田
市
長
が
 

「地
域
農
業
の
活
性
化
を
は
か

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
 

●

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
 

を
述
べ
ま
し
た
。
 

!J
 
引
き
統
き
、
委
貝
会
を
開
催
 
 

し
役
貝
を
決
め
ま
し
た
。
 

今
回
、
市
が
委
嘱
し
た
方
々
 

は
次
の
と
お
り
で
、
任
期
は
一
一
 

年
で
す
。
 

（
敬
称略
）
 

⑥
会
長
 
今
 

致

（
市農
業

委
員
）
 

⑨
副
会
長
 
中
谷
惣
四
郎

（
五

所
川
原
市
農
協
組
合
長
）
 

⑥
委
員
 

o

木
村
章
】
 （
北
津
軽郡
町
村

会
長
ー
板
柳
町
長
）
 

o

斎
藤
橿
次
郎

（
西
津
軽郡
町

村
会
長
ー
鯵
ケ
沢
町
長
）
 

0
田
辺
良
則

（
弘前
大
学
農
学

部
長
）
 

o

千
葉
末
作

（
県農
業
試
験
場

長
）
 

o

コ
藤
祐
基

（
県
リ
ん
ご試
験

場
長
）
 

o

三
上
敏
弘

（
県畑
作
園
芸
試

験
場
長
）
 

o

岩
測
松
年
（
県
林
業
試
験
場

長
）
 

o

藤
田
純
一
 
（
北
地
方
農
林
事

務
所
長
）
 

o

福
士
墜
一
（
五
所川
原
地
区

農
業
改
良
普
及
所
長
）
 

o

葛
西
治

（
津
軽中
央
農
協
組

合
長
）
 

〇
三
上
光
男
（
七和
農
協
組
合

長
）
 

o
大
野
欽
也
（
市
議
会
議貝

ー
 

経
済
常
任
委
貝
長
）
 

o

今
春
美

（
五
所川
原
市
野
菜

研
究
会
長
）
 

o

成
田
千
義

（知
識
経
験
者
）
 

o

川
浪
重
次
郎

（
同）
 

o

小
笠
原
勝
幸

（
同）
 

o

沢
田
正
男

（
同）
 

o

三
上
丸
司

（
同
）
 

又
、
七
月
十
七
日
、
専
門
委

員
四
十
四
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を

活
用
し
な
が
ら
農
業
技
術
や
流

通
面
な
ど
の
研
究
に
取
り
く
み
、
 
 そ

の
成
果
を
農
家
に
普
及
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、
果
樹
、
 

野
菜
、
花
き
の
三
部
会
を
設
置
。
 

委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
次
の
と
 

お
り
。
 

（
敬
称略
〉
 

＠
は
部
会
長
 
〇
は
副
部
会
長

果
樹
部
会
 

＠
新
谷
賢
治
 
〇
沢
田
健
一
、
 

佐
々
木
三
千
雄
、
泉
和
夫
、
斎

藤
義
彦
、
福
士
敬
一
、
成
田
正

行
、
阿
部
喜
代
志
、
工
藤
博
、
 

前
田
裕
、
石
岡
哲
美
、
長
尾
要
、
 

岩
崎
雅
文
、
平
山
伝
蔵
、
開
米

一
功
 

野
菜
部
会
 

＠
今
春
美
 
〇
三
上
昭
則
、烏

谷
部

一
広
、三
上
参
次
、
佐
藤

皇
二
、
福
士
清
、
松
本
和
春
、
 

小
笠
原
俊
英
、
佐
藤
欣
昭
、
安

田
勝
美
、
石
岡
清
耕
、
加
藤
源

司
、
石
岡
幹
夫
、
新
谷
昭
寿
、
 

木
村
英
人
 

花
き
部
会
 

＠
山
形
隆
二
 
〇
小
田
桐
美
喜

雄
、
鳥
谷
部

一
広
、佐
藤
悦
雄
、
 

開
米
啓
、
福
士
博
史
、
長
尾
信

彦
、
新
谷
博
、
今
正
一
、
桜
井

兼
世
、
荒
関
勝
利
、
越
谷
正
博
、
 

松
川
岩
男
、
古
川
武
俊
 

委嘱状交ィ寸式 
【
 

r
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会
を
明
る
＜
す
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運
動
市
民
集
会
開
か
れ
る
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決
起
大
会
で
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る

森
田
市
長
 

止
会
名
ど

声
い
智
（
壬
、
 

響

含

家
戻
の
中
ダレつけ
 

磐
‘
，
 

り 

4 
' 

市民集会後行われたパレード 

レぷ“ 1 
誉闘l 

「勤
労
青
少
年
の
日
」
 

ヤ
ン
壕
プ
置
ス
テ
ィ
パ
ル
 

闘
詩
れ
胃
 

市
勤

労
青

少
年
ホ

ー

ム
 

市
保
護
司
会

（
会長
山
内
消

祐
）
で
は
七
月
九
日
、
市
役
所

前
お
祭
リ
広
場
で
「
社
会
を
明

る
く
す
る
連
動
」
市
民
集
会
を

開
き
ま
し
た
。
 

同
集
会
に
は
、
更
生
保
護
婦

人
会
、
防
犯
協
会
、
B
B
s
会

な
ど
や
五
小
、
南
小
、
中
央
小
、
 

五
一
中
の
鼓
笛
隊
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
な
ど
合
わ
せ
て
約
八
百
人
 

市
交
通
串
故
防
止
対
策
本
部
 

（
本
部長
・
森
田
市
長
）
で
は

飲
酒
・
暴
走
運
転
を
追
放
し
よ

う
と
七
月
十
七
日
、
市
民
文
化

会
館
で
市
民
総
決
起
大
会
を
開

き
ま
し
た
。
 

同
大
会
に
は
、
交
通
安
全
協

会
、
交
通
安
全
母
の
会
、
緑
の

お
ば
さ
ん
、
事
業
主
会
な
ど
か

ら
約
三
百
五
十
人
が
参
加
。
 
 

が
参
加
。
 

実
施
委
員
長
の
森
田
市
長
が
 

「市
民
の
み
な
さ
ん
、
心
の
豊

か
な
活
カ
と
潤
い
の
あ
る
五
所

川
原
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

引
き
続
き
、
五
小
六
年
の
小

野
由
香
子
さ
ん
が
 
「人
の
痛
み

の
わ
か
る
人
が
・
中
え
れ
ば社
会

が
明
る
く
な
る
で
し
ょ
う
」
と
、
 

ま
た
五
一
中
三
年
の
木
村
淑
子

さ
ん
が
「
小
さ
な
思
い
や
り
を

行
動
に
出
せ
る
よ
う
に
な
リ
た

い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
「私
の
提
言
」
 

を
述
べ
、
更
生
保
護
婦
人
会か

ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

大
会
長
で
あ
る
森
田
市
長
が
 

「飲
酒
・
暴
走
運
転
を
防
止
す

る
た
め
に
連
帯
を
強
め
、
市
民

一
丸
と
な
っ
て
取
リ
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

引
き
続
き
、
山
田
寿
夫
五
所

川
原
警
察
署
長
が
「
暴
走
運
転

を
追
放
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故

か
ら
尊
い
生
命
を
守
リ
ま
し
ょ

う
」
と
交
通
事
故
現
況
報
告
を
 

最
後
に
B
B
s
会
の
神
康
人

さ
ん
が
「
明
る
く
住
み
よ
い
街

を
築
く
た
め
に
、
市
民
み
ん
な

が
協
力
す
る
こ
と
を
誓
了
と

非
行
防
止
宣
言
を
読
み
上
げ
同

集
会
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
参
加
者
全
貝
で
市

街
地
の
目
抜
き
通
り
を
パ
レ
ー
 

ド
。
 

通
行
人
に
、
チ
ラ
ン
を
配
っ

た
り
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
 

「防
ご
う
非
行

・
助
け
よ
う
立

ち
直
り
」
な
ど
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
 

し
、
来
賓
と
し
て
石
岡
裕
市
議

会
副
議
長
が
激
励
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
参
加
者
を
代
表
し

て
葛
西
専
造
市
老
人
ク
ラ
プ
連

合
会
長
が
大
会
宵
膏
を
読
み
あ

げ
、
同
大
会
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
参
加
者
は
県
警
音

楽
隊
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

「勤
労
青
少
年
の
日
」
 
の
七

月
十
八
日
、
市
動
労
青
少
年
ホ
 

ー
ム
で
 
「ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
ープ
ィ

バ
ル
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
同

ホ
ー
ム
の
利
用
者
の
会
で
あ
る

菊
栄
会

（
倉光
秀
彰
会
長
）
が
、
 

「勤
労
青
少
年
の
日
」
の
記
念

行
事
と
し
て
利
用
者
の
交
流
と

親
陸
を
図
る
た
め
に
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
若
者
達
約
五
十

人
が
参
加
。
 

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
 

お
祝
い
に
か
け
つ
け
た
高
僑
教

育
長
が
「
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム

を
お
お
い
に
利
用
し
、
仲
間
づ

く
り
と
豊
か
な
人
間
性
を
培
っ

て
く
だ
さ
い
」
 
とあ
い
さ
つ
。
 

そ
の
後
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

に
入
り
、
ゲ
ー
ム
や
社
交
ダ
ン

ス
な
ど
で
、
午
後
七
時
か
ら
約

ニ
時
間
に
わ
た
っ
て
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。
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飲
酒

・
暴
走
運
転

を
追
放
し

よ
う
市

民
総
決
起
大
会
開
か
れ
る
 

ヤングフェスティバルで語り合う若者達 

 

国保税納めて安心 
わが家の健康 

国民健康保険税は納期内に納めましょう 
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月 	日 l‘陣 座 	内 	容 'i師 	師 

I月23日 
（土） 

文字列の取扱い 
青森職業訓練 

短期大学校
葛 西 清和 

っ
］
 
日
 

 
1
J
 
【
 
 

ー
く
 

6
り
 

数値の計算（I) 

2 月20日 
（土〕 

数値の計算（n) 

っ
）
 
日

月
し
 

5
り
 

コンピュータの利用技術 
(I) 

青森職業訓練 
短期大学校

伊 藤 祐 規 
《JJ
  

・

「
ー
 

H
  

●

1
・
，
 

 

ー
」
 
 ー

 

9
l
/
 
 

コンピュータの利用技術 
（閉講式） 	(II) 

児童扶養手当・特別児童

扶養手当の現況届を 
現ィ！E受給されている人は、 8 月期分を受けI孜

ったら証書と現況届を提出してください。 

r この届け出を忘れますと12月期支払分から受

けられなくなりますので、必ず届け出をしてく

えどさし、。 

レ提出期間 8 月11日から20日まて：'（厳守） 

＞持参するもの 児童扶養手当証書、！持別児童 

扶養手当I旧iJ】：、印鑑、その他別表を参Ii“して 

く ださし、。 

）提出先 市福祉事務所児童係（雪⑩ 2 1 11 

番内線 2 4 3 番） 

I口~4＋~ ___ 、 IiT口,I-'~- . I」一.中．皿＝ 
ノし里．〕入二艮コー＝・」クt，ノノしI出 /ニ」バ Iリ宣大只 

区 	分 添 

離 	婚 1 世帯全員の住民票 

死 1世帯全貝の住民票 

遺 	棄 
1 世帯全員の住民票 
2 本人の申立書及び福祉事務所長等 
の証明 

拘 	禁 
1 世帯全員の住民票 
2 刑務所長等の証明 

米 婚 の 母 
1 世帯全貝の住民票 
2 対象児童の戸籍騰（抄）本 

生 死 不 明 
1 世帯全貝の住民票 
2 福祉事務所長・警察署長等の証明 

蹄の別居監護 
1 世帯全員の住民票 
2 別居監護の申立書及び民生委員等 

の証明 

他市町村（他
県を含む）か
らの転入者 

62年1月 2 日以降に転入した場合、 
前住地の市町村長の61年分所得証明 

障 
1 世帯全員の住民票 
（有期診断の場合は診断書） 

8月は身元確認 
強調月間です． 

警察署で1よ、」切りり「ト「行方不I'fl 昔をさがす相

談所」 を開設します。 

相談におでかけの上．、身元lil主認にご協力お願

し、します。 （五所川原警察署） 

五所川原コミュニティカレッジ 

「情報処理基礎. *1J用技術」 

講座開設 
市教育委員会では、 コミュニティ カレッジ（ 

」也域振興大学）を開設します。 

高度情報化杜二会の中て‘、 コンピュータは私達

の生活のすみずみまで入り込んでいます。 

コンピュータを利用した情報処理技称iは、 も

はや特定の人々だけのものではありません。 

本講座は、 コンピュータについて知リたい、 

コンピ二1．ータを恥t場や家庭に利用したいと思っ

ている人に、 コンピュータによる情報タJL理の基

礎知識を学んでもらうもので、子備知識は一切

いりません。 

初心者にとっては、 コンピュータによる情報

処理のABC を学び、経験者にとっては基本原

理に立ち返る講座です。 

レ開設期問 9 月 5 日 （土）から日召和63年 3 月 

19日 （土） まて‘の第 1、 3 土曜日 （15日間） 

午後 2 時から 4 時まで 

ン場所 市中央公」民と館 

＞募集人員 30人（定貝になり次第締切リます）。 

＞参加資格 ①高等学校を卒業した人、②義務

教育卒業後 5 年以上社会生活を経験した人、 

（③） ①・②に該当する人で全日程を受講てで

る人 

レ受構料 5,000円（テギスト代を含む） 

レ申し込み先 申込沓：に住所、氏名、年齢、」生

別、電話番号を記入し、受講料・をi恭えて市教

育委員会杜二会教育課 (合亘5>2 1 1 1番内線 2 

4 8 番）へお申し込みくプごさい。 

講座日程表 

」」 	日 講 座 内 容 講 	師 

。
J
 

日月
し
 

5
日
  

（開講式）コンビュータとの 
コミュニ一ケーション（I) 

9 月19日 
（土） 

コンピュータとの 
コミュ一ニケ一ション（u) 

3
．り
  

I
J
:
1
 

 

プログラミング（I) 
青森職業訓練 

短期大学校

竹 花洋次郎 一
m
  

プログラミング（u) 

11月 7 日 
（ま二） ハ一ドウエアのしくみ 

d
‘、
ノ
  

mほ
 

ソフトウエアのしくz山 

1
 
1
 

”コJ
 
 

F
 

ー
  

J
一“
、
 

2L
 
8

、I?
 
 

アルゴリズノA 
津軽東芝音響 
梅谷 文夫 ]9月 5 日 

( :L) プログラミング（田） 

t2)i 19111 
( 土 ) プログラミング(N) B立東部セミコンダクタ津佳I基 

山 形 	啓 1
'
 
 
9
。
一
 

プログラミング（V) 

1 



鷺警＃る 62年版 

く主な内容〉 

⑥表面 

0・青森県主要指樗~ 

0統計グラフ（土地、人LI. 農1本水産業、肝業 

iりi、工業、商業、所得、財政、教育等） 

0市町村の慨要（土地、人口、戸｝行等、農業、漁 

業、工業、商業、教育、財政等） 

⑥裏面 

I占森県全図 

＠価格 350円 

知識を 	63年版 

ポケソトに 県民手帳 
く主な内容〉 

日記編 こよみと月間予定表、 II記、天気録

資料編 県の概要、都道府県勢、市III丁村勢

名簿編 IIミ~会議員、県議会議員、行政機関、 

教育施設、文化」本育施設 

便覧編 年齢早見表 

別 il升 I主’り移桑 

価 格 350円 

☆手帳及びグラフのほしい方は、 8 月25日まてン

に各」也区の行政う』lI絡員へお申し込みください。 

なお詳しいことは、市秘書企 iI藤采制冒汁調；iI、三係（ 

費電）2 1 1 1番内線 3 1 9 番）へお問い合わせ

くださし×〕 

標りフレソト 県勢グラフ 

62年版 

県勢グラフ 
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国家免許試験の 

準備講習会 
事業種別 日 	時 定貝 場 	所 申込締切 

ボイラー 

実技講習会 

8 月18日 

- 20日 

9 時～ 

17時まで 

100名 
市中央

公民館 
8 月11日 

玉掛技能講習
会及び移動式
クレーン運転
業務特別教育
講習会 

8 月19日 

~ 21日 

9 時～ 

17まで 

80名 
稲垣村中

央公民館 
8 月14日 

フオークリフ

ト運転技能講

習会 

8 月24日 

~ 28日 

9時～ 

17時まで 

50名 

学
西
基
実
五
中

科
北
準
技
所
央
 

働
会
 
原
果
 

労
協
 
川
青
  

8 月20日 

詳しいことは、西北労働基準協会（か国63 
36 番）へお間い合わせください。 

'  
自衛官ノ＼のコース 

ン身分 採用の日をもって特別堆t国家公務員と 

なリます。 

レ衣・食・住 制服・正帽、コート、外とう、 

作業服、ワイシャツ、靴その他の被服が支給、 

又は貸与されます。 さらに食事代、宿舎費は 

無拳ト、寝具なども貸ィ寸されます。 

ン厚生 駐屯地（基地）には運可り1施設、娯楽室、 

図書室、売店などが設置され、又、全国各地に 

宿泊、保養施設（約30カ所）があります。 

レ退職年金 国家公務員等共済組合法により退 

職年金等の適用があります。 

レ各種手当 期末・勤勉手当（,」ぐーナス）が年 

間 3 回（ 3 月0.5カ月分、 6 月1.9カ月分、12 ’, 

月2.5カ月分）合計4.9カ月分支給されるほか 

落下さん隊員手当、乗組手当（艦船）、航空 

手当、身貢二海手当、特殊勤務手当、寒冷地手当、 

特地勤務手当、扶養手当、通勤手当、住居手 

当、営外手当等、各手！Iiの手当がそれぞれの該 

当者に支給されます。 

レ健康管理・災害補償 自衛隊病院、隊内医務 

室等衛生施設が整備され、健I誕管理に万全を 

期しています。 

公務上の災害に・ついては、祁iイ賞が」受けら才L 

ます。 

詳しいことは、市民課（廿⑩ 2 1 1 1番内線 

27 5 番）又は自衛隊地方連絡部五所川原募集 

'I‘務所（丑国23 05 番）へどうぞ。 

ゴミの繰り上げ収集 

まつり期間の3日間 一、 

市で1よ、夏まーつリ」り川り中の 8 月 4 日 （火） 

6 日 （木）、 7 日 （金）の 3 日川】、 ゴミの収集

時間を朝 7 時に繰り上げて収集します。 

ゴミの収集日にあたっている田丁内の人々は、 

きめられブているゴミ集積場所へ朝の 7'l寺までに

ゴミを出してくノごさい。 

きめられた場jりi、収集日を守るようみんなて“ 

注意しあいましょう。 	 （市衛生課） 

⑥空き力ンのポイ捨てはやめましょう。 

＠スイ力、メロン等の水分は十分に切っ

てから出しましょう。 

⑥携帯用ガスボンべ、スプレーは穴をあ

けて出しましょう。 
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ン日日寺 9 月 6 日（日）午前10時15分・から午後 

2 時40分・まで 

ン場所 青森県自血」単整イ巌i振興会北五支部（市 

内大字姥●を字菖蒲 1の8) 

ン対象 自！助車使用者（老若男女を間わず） 

＞受講料 無料 

ン募集人員 30人（先着順） 

ン募集期間 8 月10日から29日まで・ 

ン申し込み先 （社）青森県自重I」車整備振興会 

r 
（費0 1 7 7国>6 1 1 1番）又は同北五支部 

(廿＠ 9 2 8 0 番） 
ン内容 学科安全走行（事故防止）のための必

要な知識、実技夏季・冬季の車の手入れ、身

近に経験する トラブル時の応急処, 

市てーは、野菜クH乍付一lナを推達iして生産団地の 

育成を目指しています。 

次により野菜団地等の視察を行います。 

どうぞご参加ください。 

＞参加資格 野菜及び花きの載培に取り組んて？ 

いる農家 

レ視察月日 8 月28日から29日まで（ 1泊 2 日） 

レ視察場所 岩手県（安什こ、花巻、中山） 

）参加費 l0,000円（宿泊代他） 

）募集人員 40名（定員になり次第締切） 

r  ＞申し込み締切 8 月l0日 

ン申し込み・問い合わせ先 市農林課（費電）2 

1 1 1番内紡I2 17 番）へどうぞ。 

近世古文書 

解読講習会 
＞日日寺 8 月23日 （日）どF前 9 時から午後 4 時 

）場所 市中央公民館 

ン定員 50人（定貝になり次第締切ります） 

ン受講半斗 無酬斗 

ンテキスト代 500円（申し込みと同時に市内入） 

）講師 貝森格正（県文化財保護協会常任理事） 

福井雄三（同）豊島勝蔵（市文化財審議委員） 

ン申し込み先 市教育委員会社会教育課（廿⑩ 

211 1番内線 250 番） 

主催 県文化財保護協会、県立図書館、市教育

委員会 

職員採用資格試験 
津軽広域水道企業団 

ン試験職種及び合格予定人員 

①上級一般行i攻 若干名 

②初級電気 若干名 

G片3］級機1戒 	若干名 

ン受験資格 ①上級ー般行政一昭和35年 4 月 2 

日から~沼和41年 4 月 1 日までの間に生まれーた

人、（②片33級電気ー日召和41年 4 月 2 日から昭和 

45年 4 月 1 日までの間に生まれ、次のいずれー 

かに該当する人（フ）学校教育法による高等学校

で、電気又は電子の学科を修めて卒業した人， 

又は日召和63年 3 月31日まで」に卒業見込みの人

什）その他（7）に準ずると言忍められる人、（③片JJ級

機械ー日召和41年 4 月 2 日カュら昭和45年 4 月1 

日までの間に生まれ、次のいずれかに該当す

る人（フう学校教育法による高等学校で、機械の

学科を修めて卒業した人、又は昭和63年 3 月 

31日までに卒業見込みの人“）その他（ア）に準ず

ると認めら才1る人。 

ン受験手続 津軽広域水道企業団総務課及び本

市人事課で申込月羽氏を交付しています。 それ

にご記入のうえ、必要書類を添えてお申し込

みくブごさい。 

ン申し込み受け右土け期間 8 月 5 日から31日ま

で。 た /ごし、郵送による場合は 8 月31日のi肖

印があるものまで有効とします。 

レ申し込み・問い合わせ先 津軽広域水道企業

団総務誤と（弘前市大字北横町95一 2 丑 0 1 7 

2 ⑩ 67 1 1番） 

技能検定試験のお知らせ 
＞実施職種 和裁、菜子製造、建築大工、配管

など44耳哉種56作業。 

ン受検料 学科試験 全職種一律 2,300円 

実技あ、り験 職利iにより7,500円から12,500円

ン実施日 ！学科市七験 昭和63年 2 月 7. 14. 21 

日のいずれかの日曜日。 

実技試験 12月 4 日から昭和63年 3 月 7  日ま

での間の指定する日。 

ン申し込み締切 l0月13日 

ンそのイ也 受検案内の彬こしい方は70円切手を同

封して、県職業能力開発課（青森市長島 1丁

目 1番 1号雪0 1 7 7 ② 1 1 1 1番内線 23 

'6 1番）又は、青森県職業能力開発協会（青

森市大字野労l字今正日43の1雪0 l 7 7④ 5 5 

6 1番）ノ、どうぞ。 

第 3 回自動車点検整備教室 

受講生募集 
ー（社）青森県自動車整備振興会ー 

野菜 寸 地等の 

視察参加者募集 
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新受入図書 	
市立図書館 

I 	名 著 者 名 li 	III 	名 著 者 名 

合iI旧I」水観 平尾 魯仙 ~詩集・岩木川 桜庭恵美子 

八戸の絵馬 八戸市 
博物館 幻想物語の文法 私市 保彦 

古典大系・ 
日本の指導理念 源 	了『U 据i氏物i語じ’) 

ヒロインたち 円地 文子 

現代思想の焦点 山本 晴義 四李・波留子 九木 寛之 

神の国とサタンの国 岸 	昌 十三人のュダ 大下 英治 

誤算の論理 児島 	豊 新・ソロモンの宝窟 川中 光二 

一モ
！

邪
（
 
鳩

ン
 
川
ド
 
プ
 
ク
 

安本 美典 想・思・青花 陳 	舜臣 

第一勧銀 
青轟支店の懸史 石村辰之助 いなすま砂絵 都筑 道夫 

深層の社会主義 袴田 茂樹 幕末新人類伝 津本 	陽 

青森県の姿 県・企画部 笑い兎 藤本 義一 

「族．」の研究 板垣 英憲 
十八‘才‘ノ） 
マリンブルー 本城美智 f 

新過疎時代 河北新報社 暗い血の旋舞 松本 清張 

遺 	言 N
 
I
-
1
 
K

取
 

f
 

オ
・
 
班
 

銀座春幻 山口 洋子 

経決の常識と非常識 都留 重人 グ映
 
ラ

る
 
ス

ア
 
に
メ
 

力
  

本間千枝子 

財政学講義 林 	健久 あの道この道 IIl行淳之介 

売I二I,iその対策と
経1や成略 高橋 安I' 「ミステリ一美食紀行 菊池 道 f 

おんな三代 依 ノ、ラスのいた日な 中野 孝次 

家族が 
・ゲンと、、われたとき 永田勝太郎 マジャ一ルの女 山田 智彦 

逆転無罪 足立 	東 恋愛届を忘れずに 赤川 次郎 

昭和62年度市合同金婚式 
ー対象ご夫婦はお申し込みをー 

今年も、めでたく結婚50年を迎えられプこ長寿

ご夫婦を心からお祝いするため、合同金婚式を

行います。 

ン対象夫婦 婚姻届以来50年（昭和12年届出） 

を経過したご夫婦。 科I認のため、戸籍抄本が

必要です。 

ン申し込み締-t刀 8 月20日（水） 

日時・場所については、追ってお知らせーしま

す。 

お申し込みは、市福祉事務所福祉係（”電B)2 

i ll番内帝」i1.2 1 0：番）へどうぞ。 

主唱通産省電気使用安全月間 

B月1日ト31日 

電気は良い電気設備で 

正しく使つて明るい暮らし 
―電気の安全使うあなたが主役です― 

助東北電気保安協会 

生活講座 受講生募集 
働く婦人の家 

ン受講資格 市内に住月斤または●功務う、三を有する 

妬 ti人 

ン受講料 無料一（材拳ト費は本人負担） 

＞受講期間 9 月 2 日から11月11日まで・ 

ン受講時間 午後 6 時30分から 8 時30分まで（ 

書道教室は午後 1時から 3 時、太極拳教室は 

午後 3 時から 4 時30分） 

レ申し込み締切 8 月30日 （日）正午 

レ申し込み先 市働く婦人の家（雪国8898 

番） 

募集内容 

vI. H 教 室 名 人貝 回数 内 	容 

水
  

編 物 教 室 15 10 手編み・ 
丸ョークセー夕― 

ヒ 宝 焼 教 室 10 10 七宝焼基本 

木
  

生 け 花 教 室 10 10 小原流 

パッチワ一ク教室 15 10 ノぐッチワーク基本 

金
  

料・ 理 教 	室 30 10 家庭料理 
和・洋・中華など 

茶 道 教 室 10 10 還州流 

土
  

書 道 教 室 20 10 細字基本 

太 極 拳 教 室 30 10 太極拳基本 

商業統計調査のポスター募集 
ン規格 くI沸従59享ン、 1黄42ジ（縦長）、（②）4 色」以

内（白色は 1色と数えない）、（③）「通商産業

省」 「商業統計調査」 「昭和63年 6 月1日」 

の文字を入れる、④写真は使用しないこと、 

⑤ポスターの裏面に 「住所、氏名、職業（学

生の場合は学H交名、学年）」 を明記すること

ン1応募期間 9 月10日・ま“で（当日マ肖印有効） 

ン」応募先及び問い合わせ先 県企画部統計課（ 

青森市長島 .1 丁目 1番 1号廿0 l 7 7② 1 1 

1 1番内線 2 1 8 1番）へどうぞ。 

銃剣道新会員募集 

銃剣道協会では、市内小・リI・高児童生徒を

対象に新会貝を募集しています。 

レ練習日 毎週土曜日午後4 時から 6 時まで

ン場所 市民体育館 

詳しいことは、高橋さ,くJ（費図)2 64 2) 

工藤さん（雪⑧ 2 4 8 4 ）へどうぞ。 
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（第644号）⑧ 

母親教室へのおさそしx 
ー健康な子を産み 

そして育てるために― 

灘 El (*)El (i:)El}9U30ら 
＞場所 コミュニティセンター栄 

＞対象 市内にf主む妊産婦 

ン受講料 無料 

レ主な内容 泰五jりi川原保健ii斤長の講話 「子伊ミ 

の心を育てるために」 泰母乳で育てよう 「私 

にもで・きるオッパイ体操 1・2 ・3J 拳沫浴 

の実際拳家族計Mu と離乳食ftll 

r ＞申し込み期日 8 月10日（月）まで 

＞申し込み先 市衛」猛果予防衛生係（雪国2 1 

1 1番内線 268 番）まで。 

燃
脚
 

燃
輸
 
麟
  

「愛の献血お願いします」 

時 場 	 所 

8 月19日 

（水） 

午前10時から 
正午まて一 

1毎沢地区 
研修センター 

午後 1時30分から 
4 時まで 

東北電力（閑 
五所川原営業所 

8j」27日 

( 4' 

午前10時から 
11時まで 

特別養護老人ホ一ノA 
青 山 荘 

午前11時15分から 
午後12時45分まてン 

かいどう児童館 

午後 2 時から 
4 時まてン 

NT T 
五所川原電報電話局 

子宮がん・乳がん・ 
甲状腺の検診 

ン対象者 30歳以．上の如｝人（昭和33年 3 月31日

までに生まれた人） 

ン申し込み受付期間 8 月 1 日から 8 月10日ま

で（ただし、 日曜日を除く） 

レ申し込み方法 申込書でお申し込みください。 

（用紙は保健協力員、市役所、各支所にイ滑iえ

イ寸けしています。） 

ン申し込み先 市衛生課、市役所各支i折、保健

協力員のいずれかに。 

ン検診場所 市保健センター 

＞受診者負担 国民健康保険加入者 400円（市

補助2,900円）、その他の保険加入者は1 , 500 

円。 （ただし、70歳以上の人、生活保1穫世手皆

の人、市民税非課税世帯の人は無料ですので、 

受診の際に証明書を提出してください） 

＞持参するもの 検診当日は保険証、健康手帳 

(40歳以上の人のみ）、バスタオルを持参し

てください。 

レ検診月日 8 月26 ・27 ・28日、 	9 月．30 日、10 

月1・2 ・14・15 ・16 日、11月 4 ・5 ・6 ・ 

25・26・27日のうちカ・ら市が指定し、後日、 

申込者各自にお知らせします。 

ン注意すること 乳がん、甲状腺のみの受診は

できません。 ご了承ください。 

詳しいことは、市衛生課（かG>2 1 1 1番内

線 272番）へどうぞ。 

みんなの健康教室 
レ日 時 8 月 28 日（斜午後 1時 

ン場 所 市保健センター 

）講 師 山口 力先生 

（山口旺門科・医院長） 

＞テーマ 「便秘症」 

主 催 北五医I罰i会・市民保健協議会 

みんなの健康教室テレフォンサービス実施中 

2@O31 1番 

レ日日寺 1 日目 

2 日目 

3 日目 


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008

